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冨永 徹平

中央大学4年生。  

気候変動や民主主義、主権者教育などのテーマに関心を持ち、複

数の学生団体で活動。

大学では公共政策学を専攻。特に、政府や自治体による意思決定

プロセスを分析する政策過程分析の卒論を書いている途中。

高校2年冬のパンデミック期に社会課題に目を向けるようになり、小学生の頃から漠然と危機感を持ってい

た気候変動について活動開始。学びを深めるうちに、影響の深刻さ、他の社会問題との関係などに関心を

持つ。また、実際の政策決定者とコミュニケーションを取りたいと思い、日本若者協議会で活動し始めた。

【活動のきっかけ】

【興味・関心】

【所属】
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日本若者協議会について



事務所 東京都、関西支部、関東支部、東北支部

設立年 2015年11月（準備会を2015年1月に若者有志数名で発足）

代表理事 室橋 祐貴

目的

若年層の意見を汲み取り、アドボカシーを通じて政策決定の場に若年層の意見を反映させ、若年層及
び将来世代が生きやすい社会の実現に資すること

個人会員 約1000人 団体会員数  79団体

5000人の会員が参加

一般社団法人 
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日本若者協議会の目的

若年層の汲み取り、アドボカシー を通じて政策決定の場に若年層の意見を反映させ、 若年層及び将来世代が

生きやすい社会の実現に資すること

⇒様々なテーマで、若者世代・将来世代の視点から提言や世論喚起
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日本若者協議会の組織
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『ワカモノのミカタ政党はど
こだ！～新しい時代に若
者の声に応える政治を問う
～』
主要政党公開討論会

日本若者協議会の活動
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環境/SDGs政策委員会の活動



幅広く参加者を募り、気候変動・エネル
ギー分野の政策に関する勉強会を開催。
専門家・国会議員・行政職員・メディア・
一般参加者などが参加。

公開勉強会の開催 省庁との意見交換会 若者委員参加を求める署名

多様なアクターとの意見交換を実施。特
に、定期的に資源エネルギー庁との意見
交換会に参加している。他若者団体ととも
に、エネルギー政策の方向性、意思決
定のあり方などについて意見交換を行っ
てきた。

気候変動等に取り組む若者団体が共同
し、エネルギー政策の意思決定に対する
若者の参加を求めるキャンペーン を行
い、議員等と議論を交わした。

環境/SDGs政策委員会の活動
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気候市民会議とは？

市民会議とは、一般的な市民が集まり、特定のテーマについて学び、考え、話し合い、 出された結論が政府の政策に反映される制度

のこと。参加者は、様々なインプットを受けつつ、数日間かけて話し合いを進める。多くの価値観、視点を包摂したうえで、社会の望まし

い方向性が熟議される。多様な立場が表出されるよう、全体人口からの無作為抽出、会議のバリアフリーな設計 などを行う。世界中

の国や地方で取り組まれている。テーマは、街づくり、憲法、民主主義などの多くの人に影響する分野が扱われる。

専門家による
インプット

熟議

提言作成

議員からの
フィードバック

政党・省庁
関連団体へ提言

日本若者協議会では、環境政策の早期実現、開かれた議論の場の創設、発信による世論喚起を目的として、日本版気候若者会
議を開催。若者世代の政治参加が限られている政治状況を踏まえ、若者（39歳以下）を対象としている。無作為抽出は困難であるた
め、公募によって参加者を集める。オンラインと対面を活用し、会議を設計。

日本版気候若者会議
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これまでの日本版気候若者会議の様子
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CONFIDENTIAL

取組みの概要：
・性別/年代/職業など属性比率を考慮した市民150名が気候変動政策に
関して熟議し、政府/大統領へ提言。政府は、149の提言のうち146を受け
いれ、直ちに政令・特定法案として議会に提出した。

背景：
フランス全土に広まった黄色ベスト運動と市民の要請に応え、
市民が直接政策に参画できる市民会議が設立された。

会期：
2019年10月 〜 2020年6月（約9カ月、全7週末に渡る。）

3つの効果：
・小さなフランス（ミニパブリックス）による熟議を実現
・市民が直接政策に関わり政府が動く、新しい民主主義のあり方
・政治的自己効力感が増すことで、政府不信/社会不信を回避

重要なポイント：
・国民と国の本気度。 そして、ミッションを「2030年にCO2を40%削減する
ための具体的な政策提言」とし、在りたい姿から逆算 している点。
民主主義には、多数決だけでなく未来思考性が求めるられるので、未来
の時間軸を加えた意思決定が日本社会にも必要 。

【参考】フランス気候市民会議
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https://www.conventioncitoyennepourleclimat.fr/


▶ 参加者：合計78名（高校生・大学生・大学院生・社会人など）

▼属性割合

日本版気候若者会議2023の参加者
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その他の活動

合同説明会の開催若者団体合宿@長野県白馬村
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基本政策分科会でのヒアリング

国のエネルギー政策の全体像を議論している経済産業省内の審議会である「基本政策分科会」にて、

一若者団体としてヒアリングを受けた。

政策決定プロセスへの十分な参加とは言えないが、これまでの活動の大きな成果！
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自公連立政権合意文書での1.5℃目標の記述
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わたしたちができること



重要だと思うこと３つ

仕組みに働きかけることを意識する。➔

自分が好きなことから始める。➔

草の根を伸ばすため、種を蒔く。➔
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仕組みに働きかけることを意識する。➔

重要だと思うこと
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重要だと思うこと

● 環境問題や人権問題は、世の中の構造が原因で起こっている。

● 毎日の行動を少し変えるだけでは、不十分。

● 社会/政治/経済の仕組みを変えたい。

● 自分の行動と社会の仕組みの関係を意識する。

仕組みに働きかけることを意識する。➔
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自分が好きなことから始める。➔

重要だと思うこと
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● 好きなことじゃないと、長続きしない。

● 好きなことであれば、みんな頑張れる。

● 目的だけでなく、手段自体に価値を感じたい。

● 自分が好きな活動で、目的達成を目指す。

自分が好きなことから始める。➔

重要だと思うこと
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草の根を伸ばすため、種を蒔く。➔

重要だと思うこと
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草の根を伸ばすため、種を蒔く。➔

● 自分ひとりだけでは、大きな変化は作れない。

● 経済や政治は、人数が多いほど有利。

● 草の根活動を、時と場所を超えて広げたい。

● 同じ思いを持った仲間を作り、広げる。

重要だと思うこと
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　 署名に参加する

わたしたちができること　→すぐにできること！

　 イベント・勉強会に参加する

　 仕事、ライフワークを変える

　 情報発信する

様々なオンライン署名に参加可能。 change.orgなどのWebサイトや環境団体の活動を見ると、常に

どこかしらの段階が署名活動を行っている。

環境・エネルギーについてのイベント・勉強会がよく開かれている。団体の会員登録やメルマガ登録

で、逐次情報を集めることができる。知識だけでなく、人間関係や連帯感も得られる。

生活のうち、とても長い時間を使う仕事、家事、趣味などにおいて、より気候変動などの環境問題を

意識したものへ変えてみる。一番手っ取り早いのは、再エネでの電力シフト。

日々の会話やSNS投稿にて、気候変動のことを伝えてみる。ガツガツ伝えるのもアリだが、「最近天

気が変ね。温暖化が心配。」的な、さらっとした伝え方も効果的。

25



　 350.org クルー

わたしたちができること　→仲間を作ること！

　 ゼロエミの会

　 気候ネットワーク  ボランティア

　 色々な切り口の環境コミュニティ

350.orgというNGOにて、戦略的に目的達成するための勉強、チーム作り、具体的な活動をできる。

一からアクションを考えて頑張りたい人向け？

各地域の自治体での気候変動対策を強化してもらうためのコミュニティ。他地域の経験やノウハウを

共有してもらいつつ、自分の住む地域に着実に影響を与えられる！

老舗NGOの気候ネットワーク。勉強会・シンポジウムの開催、その他事務などの手伝い。幅広い経験

ができるかも！

スポーツ、地域、デザイン、農業など、様々な切り口で活動しているコミュニティがある。自分の興味・

得意なことを活かせる場所があるかも。自分と考えが合う地元政治家を応援も！
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👏ありがとうございました👏


